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吉
田
代
表
監
査
委
員
か
ら

財
政
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。

東
日
本
大
震
災
、
原
子
力

災
害
か
ら
２
年
６
カ
月
を
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
変

厳
し
い
状
況
下
で
、
概
ね
健

全
な
財
政
運
営
と
言
え
る
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
償
却
資
産
課
税
額
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

滞
納
額
は
町
民
税
、
固
定

資
産
税
、
国
保
税
、
奨
学
資

金
貸
与
で
6
９
３
４
万
円
減

少
と
な
っ
て
お
り
、
徴
収
対

策
の
努
力
の
成
果
が
見
ら
れ

る
。
更
な
る
納
税
等
の
公
平

感
を
保
つ
た
め
に
も
税
及
び

使
用
料
等
の
一
層
の
徴
収
対

策
の
強
化
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
滞
納
繰
越
分
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
収
納
対

策
を
図
り
、
収
納
不
可
能
な

も
の
に
関
し
て
は
精
査
に
努

め
ら
れ
た
い
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
で
は
不

※

用
額
が
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
国
保
会
計

に
お
い
て
は
、
不
用
額
が
出

て
い
る
。

こ
れ
は
医
療
費
等
年
度
末

の
支
払
い
が
予
測
で
き
な
い

た
め
、
あ
る
程
度
の
不
用
額

が
出
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
と
認
識
で
き
る
。

今
後
の
状
況
を
鑑
み
、
的

確
な
予
算
積
算
と
適
正
な
予

算
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

滞納額の前年度との比較 （単位：万円）
24年度 23年度 増　減

町民税（法人税含む） 5990 7548 △1558
固 定 資 産 税 6216 8704 △2488
国 民 健 康 保 険 税 5265 7908 △2643
奨 学 資 金 貸 与 1149 1394 △ 245

合　　　計 18620 25554 △6934

町の財政状況
指数 主な要因 指数の概要

経常収支比率 78.5
昨年より2.8％減少。主

な要因は、大規模償却資
産の課税によるものです。

一般財源が通常の経費にどれくらい使
われているか表します。町村では70％を
超えないのが理想とされています。

財 政 力 指 数 1.33
昨年より0.06高くなっ
た。国からの震災対応補
助金等によるものです。

収入/需要の3年間平均値。1を超える
と不交付団体で超えた分だけ自由度が増
します。家庭で言えば、給料/生活費。

※不用額　使われなかったお金

滞
納
繰
越
分
の

積
極
的
な
収
納
対
策
を
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平成24年度の滞納額納額（（町民税・固定資産税町民税・固定資産税
国保税・国保税・奨学資金貸与奨学資金貸与））

2億5554万円が1億86208620万円に万円に大幅減少大幅減少
平
成
25
年
9
月
定
例
会
は
、9
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
10
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
平
成
24
年
度
決
算
認
定
や
平
成
25
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
な

ど
24
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
と
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

平成24年度
決 算 認 定



出たお金
82億6299万円

入ったお金
88億5714万円

町税　30%
26億9434万円

地方交付金　15%
12億9569万円

県支出金　7%
6億2959万円

その他 3%
2億3406万円

その他
（屋根補修立替分他）

9%
8億3161万円

繰入金
（貯金の取崩し）

6%
5億1111万円

消防費 3%
2億2802万円

商工費 2%
1億5286万円

その他　10%
8億815万円

総務費　60%
49億386万円

民生費　13%
10億7567万円

災害復旧費　2%
1億5441万円

教育費　11%
9億4632万円

国庫支出金
30%

26億6071万円

自主財源
45%依存財源

55%

平成24年度収入額 88億5714万円は
平成23年度収入額110億6751万円と比較
して22億1037万円の減額となりました。

減額の主な要因は次の２点です。
特別地方交付金 11億2634万円
核燃料税県積立金町配当分 13億2382万円
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平成24年度平成24年度のの滞納額滞納 （町民税・固定資産税
国保税・奨学資金貸与）

22億億55545554万円が万円が11億億86208 万円に大幅減少
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町民間のきずなを維持する事業で、行政の取り組み
内容伝達、法テラスなど支援団体、地域コミュニティ
の情報提供、家族・町民間のコミュニケーションが容
易になりました。使用料も含め無料です。
議会からはメニューの充実を要望しています。

タブレット端末配布
1億171万円

仮設住宅18自治会、３地域コミュニティに対し、運
営費補助のため地域振興交付金を交付しました。
また、町内10行政区集会所の借地代を支払いました。
コミュニティの活動が広がるような環境整備を要望

しています。

仮設住宅・借り上げ住宅
コミュニティ維持

597万円

町道を５ブロックに分け、路肩の除草及び側
溝の清掃を実施しました。
また、陥没した道路やマンホールを埋め戻し

アスファルト乳剤を散布し、一時帰宅等の際、
通行に支障がでないよう応急処理しました。
道路の補修について、未完成場所もあり引き

続き応急処理を要望しています。

町道維持管理・応急処理
2953万円

重  

点  

事  

業
平成24年度も生活支援、町民間の交
流、将来を担う子どもの教育支援、復興
など多くの事業を実施しました。
その中で主な事業をクローズアップし
ました。

陥没道路の応急処理で通行通行のの安全確保安全確保

応急処理された町道

活用してますか？

みんなで楽しく　そば打ち体験
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見回り隊パトロール
723万円

警戒区域再編により平成24年２月から見回り
隊を編成し、大川原地区・中屋敷地区のパトロ
ールに当たっています。
これから家屋の本格除染が行なわれるので、
防犯パトロールの強化を要望しています。

平成25年４月８日に開校した大熊中学校の建
設費と５年間のリース費用です。福島県及び会
津若松市の協力により、会津大学短期大学部の
近隣に開校しました。
教育環境のさらなる充実を要望しています。

中学校仮設校舎建設
3億303万円

平成24年度は、屋根養生補修510戸、窓養生
を63戸実施しました。
既に老朽化しているシートもあり、再点検と
更新を要望しています。

屋根養生補修
1億3487万円

重  

点  

事  

業陥没道路陥没道路のの応急処理応急処理でで通行通行の安全確保
平成24年度主な事業をクローズ プアップ

ただ今、巡回中

創造性を育むグループ討議

シートの劣化はさけられない
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決  

算  

質  

疑決算
質疑

無
駄
は
な
い
か
？

各
課
を
チ
ェ
ッ
ク

　
　

公
用
車
の
台
数
が
増

え
て
い
る
が
、
有
効
に
活

用
し
て
い
る
の
か
。

総
数
は
95
台
で
あ
る
。

町
内
に
置
い
て
あ
る
消
防

自
動
車
も
含
ま
れ
て
い
る
。

い
わ
き
、
中
通
り
連
絡

事
務
所
で
も
３
台
増
え
て

お
り
、
有
効
に
活
用
し
て

い
る
。

住
民
票
や
戸
籍
謄
本

の
手
数
料
徴
収
に
つ
い
て

被
災
者
は
無
料
、
一
般
者

は
有
料
と
な
っ
て
い
る
が

一
般
者
と
は
ど
の
よ
う
な

人
を
言
う
の
か
。

一
般
者
と
は
本
籍
を

大
熊
町
に
持
ち
、
他
の
市

町
村
に
住
民
票
を
持
っ
て

い
る
人
で
あ
る
。

ま
た
被
災
住
民
が
弁
護

士
や
代
理
者
を
立
て
て
請

総　

務　

課

住　

民　

課

国
民
健
康
保
険
税
減

免
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

度
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
予
防
費
や

総
合
検
診
の
委
託
費
で
、

多
額
の
不
用
額
が
で
て
い

る
。
予
算
積
算
に
問
題
は

な
い
か
。

前
年
度
の
実
績
に
よ

り
予
算
化
し
て
い
る
。

受
診
数
は
年
度
に
よ
り

変
動
が
あ
る
た
め
、
余
裕

を
持
た
せ
て
い
る
。

平
成
23
年
度
か
ら
要

介
護
、
要
支
援
が
増
加
し

税　

務　

課

健
康
介
護
課

正
式
な
通
達
は
な
い

が
、
国
で
は
平
成
26
年
度

も
予
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。

問問 答

問

問問

答

答

答

査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
無
料

化
の
平
成
26
年
度
以
降
の

動
向
、
災
害
弔
慰
金
の
認

定
、
消
防
団
活
動
の
あ
り

方
、
リ
ー
ス
料
は
二
重
払

い
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

多
額
の
不
用
額
の
理
由
等

無
駄
な
運
営
を
し
て
い
な

い
か
、
多
く
の
質
疑
を
交

わ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容

を
報
告
し
ま
す
。

求
し
た
場
合
に
も
手
数
料

が
発
生
す
る
。

改善が望まれる住環境
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契
約
先
の
会
社
が
東
京
電

力
に
賠
償
請
求
し
て
い
な

い
の
か
。

賠
償
さ
れ
て
い
れ
ば
二

重
取
り
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。契

約
先
で
は
、
印
刷

機
等
リ
ー
ス
料
・
シ
ス
テ

ム
リ
ー
ス
料
も
賠
償
請
求

は
し
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
契
約
期
間

は
リ
ー
ス
料
を
支
払
っ
て

い
く
。

町
内
の
施
設
に
残
し

た
ま
ま
の
コ
ピ
ー
機
、
印

刷
機
の
リ
ー
ス
料
の
支
払

い
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が

消
防
団
の
今
後
の
活

動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

決  

算  

質  

疑

環
境
対
策
課

地
域
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
使
用
料
の
滞
納

額
が
約
32
万
円
あ
る
が
。

大
熊
町
と
双
葉
地
方

水
道
企
業
団
の
分
が
あ
る
。

平
成
24
年
度
決
算
審
査

を
す
る
中
で
、
大
熊
町
分

は
督
促
し
た
が
、
双
葉
地

方
水
道
企
業
団
の
分
が
督

促
さ
れ
て
い
な
い
。

双
葉
地
方
水
道
企
業
団

に
督
促
す
る
よ
う
促
す
。

大
川
原
の
除
染
に
際

し
放
射
線
量
低
減
の
目
標

値
を
設
定
し
て
い
る
の

か
。

可
能
な
か
ぎ
り
低
減

し
て
い
く
。

た
だ
し
、
場
所
に
よ
っ

て
条
件
が
違
う
の
で
、
目

標
値
は
設
定
で
き
な
い
。

産
業
建
設
課

復
興
事
業
課

教
育
総
務
課

災
害
弔
慰
金
の
認
定

は
ど
こ
で
お
こ
な
っ
て
い

る
の
か
。

双
葉
地
方
町
村
会
で

認
定
の
事
務
を
行
っ
て
い

る
。
医
師
３
人
を
含
む
７

人
の
審
査
委
員
会
を
構
成

し
、
認
定
に
当
た
っ
て
い

る
。町

か
ら
申
請
書
を
家
族

に
送
付
し
申
請
に
基
づ
き

審
査
し
て
い
る
。

福　

祉　

課

問問

問 問

問

答 て
い
る
。
震
災
が
要
因
な

の
か
。仮

設
住
宅
や
借
上
げ

住
宅
で
窮
屈
な
生
活
を
し

て
い
る
の
が
大
き
な
要
因

と
思
わ
れ
る
。

答

一糸乱れぬ分列行進　今年も会津若松市で実施　秋の検
けん

閲
えつ

年
１
回
以
上
の
訓
練

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

活
動
し
に
く
い
状
況
に

あ
り
対
応
が
難
し
い
。

検
討
委
員
会
や
団
員
の

意
向
を
確
認
し
対
処
す
る
。

答

答

答

答

答



8おおくま議会だより第27号
2013年11月１日発行

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
ま

す
。

津
波
被
害
者
の
住
宅
再
建
の
た
め
の
交
付
金
で
す
。

当
面
は
基
金
と
し
て
積
立
て
ま
す
。

復
興
の
た
め
新
し
く
町
道
の
図
面
を
作
成
し
ま
す
。

今
回
は
大
川
原
地
区
町
道
67
号
線
の
測
量
で
す
。

町
内
30
カ
所
の
井
戸
水
、
地
下
水
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

復
興
に
向
け
て
地
下
水
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の

詳
細
な
分
析
を
す
る
も
の
で
す
。

放
射
性
物
質
調
査５

０
０
万
円

町
道
67
号
線
調
査２

５
８
万
円

津
波
避
難
者
支
援
基
金
積
立
て

１
億
８
６
０
０
万
円

仮
設
住
宅
修
繕

１
５
０
万
円

補  

正  

予  

算

井戸水の分析を
補正で計上

放射性物質調査

県道脇のいわき市渡辺町仮設住宅

復興へ　まずは水から
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仮
設
住
宅
の
修
繕
要

望
は
多
く
あ
る
が
、
な
ぜ

３
件
だ
け
修
繕
す
る
の
か
。

県
か
ら
出
来
な
い
と

回
答
が
あ
っ
た
項
目
で
、

公
共
性
の
高
い
項
目
に
つ

い
て
今
回
予
算
化
し
た
。

仮
設
住
宅
の
総
点
検

の
時
期
は
い
つ
か
。
会
津

は
も
う
少
し
で
雪
が
降
る
。

修
繕
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

総
点
検
は
応
急
仮
設

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
。

１
５
８
カ
所
１
万
６
８

０
０
戸
あ
る
の
で
、
実
施

時
期
は
未
定
で
あ
る
。

放
射
線
健
康
対
策
事

業
協
力
金
と
し
て
、
１
０

０
万
円
の
支
出
が
あ
る
。

無
料
と
聞
い
て
い
る
が

な
ぜ
協
力
金
を
支
払
う
の

か
。

現
在
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ

ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内

部
被
ば
く
検
査
と
甲
状
腺

検
査
を
平
田
村
の
平
田
中

央
病
院
で
無
料
で
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

現
実
に
は
こ
れ
ら
の
検

査
に
相
当
な
費
用
が
か
か

っ
て
お
り
、
運
営
に
寄
与

で
き
る
よ
う
協
力
金
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
。

災
害
復
旧
費
の
屋
根

の
養
生
補
修
財
源
が
、
今

回
は
復
興
加
速
事
業
に
な

っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

23
年
度
・
24
年
度
は

東
電
に
請
求
し
て
い
た
が

財
物
賠
償
が
始
ま
っ
た
こ

と
か
ら
25
年
度
は
賠
償
対

象
外
に
な
っ
た
た
め
、
加

速
事
業
で
対
応
し
た
。

道
路
維
持
費
の
１
８

０
９
万
円
の
財
源
が
、
一

般
会
計
か
ら
国
・
県
補
助

に
組
み
替
え
ら
れ
て
い
る

放
射
性
物
質
調
査
委

託
の
５
０
０
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
調
査
を
す
る
の
か
。

町
内
30
カ
所
の
井
戸

水
、
地
下
水
を
調
査
す
る
。

ガ
ン
マ
線
、
ベ
ー
タ
線

を
調
査
す
る
こ
と
で
、
放

射
性
物
質
の
有
無
を
確
認

す
る
。

補  

正  

質  

疑

人　
　
　
　

事

教育委員会委員教育委員会委員

市
町
村
復
興
支
援
交

付
金
１
億
８
６
０
０
万
円

は
い
つ
交
付
す
る
の
か
。

津
波
被
害
者
が
住
宅

再
建
す
る
際
に
補
助
す
る
。

平
成
32
年
度
ま
で
の
事

業
で
あ
る
が
、
必
要
に
よ

り
延
長
も
可
能
で
あ
る
。

当
面
東
日
本
大
震
災
復

興
基
金
に
積
み
立
て
る
。

支
給
内
容
に
つ
い
て
は

支
援
等
検
討
委
員
会
で
協

議
す
る
。

対
象
者
は
特
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

総　

務　

課

生
活
支
援
課

健
康
介
護
課

復
興
事
業
課

環
境
対
策
課

補正
質疑

津
波
被
害
者
で
土
地

や
家
を
購
入
し
た
人
に
対

し
て
補
助
す
る
。

ま
た
、
既
に
購
入
し
た

人
に
も
遡そ

き
ゅ
う及

を
考
え
て
い

る
。 全

員
協
議
会
で
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
の
審
議
を
し

ま
し
た
。

津
波
被
害
者
支
援
の
市
町
村
復
興
支
援
交
付
金
の
運
用

は
ど
う
す
る
の
か
、
町
で
実
施
す
る
仮
設
住
宅
修
繕
項
目

は
、
ま
た
総
点
検
は
い
つ
実
施
す
る
の
か
、
無
料
と
聞
い

て
い
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
な
ぜ
協
力
金
を
支

払
う
の
か
等
、
多
く
の
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

問

問問

問

問 答

答答

答

答問

問

答

の
は
ど
う
し
て
か
。

国
・
県
の
責
任
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
加

速
事
業
で
行
う
こ
と
に
し

た
。

大
川
原
地
区
の
町
道

67
号
線
の
調
査
と
あ
る
が

復
興
の
た
め
町
全
体
の
町

道
の
図
面
を
作
成
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

当
面
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
作

成
す
る
が
全
体
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
す
る
。

問

問

答

答

答

教
育
委
員
会
委
員
を
投
票
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

【氏　　名】
　庄子　ヤウ子

【生年月日】
　昭和22年７月18日

【住　　所】
　小入野字東平785‒3

【任　　期】
　平成25年10月１日～
　平成29年９月30日

全会一致で可決
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一  

般  

質  

問

１．仲　野　　　剛 議員 11㌻

・６年目はどうするのか、役場機能や教育
機関はどうするのか、復興計画の見直し
が必要では

２．廣　嶋　公　治 議員 12㌻

・除染後土地の荒廃防止を
・町民アンケートの実施を

３．鈴　木　光　一 議員 13㌻

・廃炉作業直視で復興ビジョン策定を

４．伊　藤　昌　夫 議員 14㌻

・総合検診にピロリ菌検査を

５．加　藤　良　一 議員 15㌻

・住環境の整備に市街化調整区域の活用を

６．堀　川　亘　夫 議員 16㌻

・早急に集中型の集団移住地の確保を
・迅速で十分な賠償・補償の実施を

７．松　永　秀　篤 議員 17㌻

・ライブカメラの設置場所の拡大を
・津波被災地区の流出物の閲覧は可能か
・家庭内ゴミ処理の仮置き場の早期設置を

７
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
町
政
をを
問
う
問
う

ズズババリリ

顔晴ろう！大熊っ子！大会将来を担う子どもたちのために
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昨
年
９
月
に
、
第

一
次
大
熊
町
復
興
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
そ
の
中
に

は
、
概
ね
５
年
後
に
町
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
が
示
さ

れ
て
い
る
。
当
時
は
誰
も

が
手
探
り
の
状
態
で
あ
り

具
体
性
を
欠
い
た
の
は
事

実
で
あ
る
。

し
か
し
、
情
勢
の
変
化

に
応
じ
見
直
す
こ
と
も
記

載
さ
れ
て
お
り
、
中
間
貯

蔵
施
設
の
有
無
な
ど
重
要

事
項
が
決
定
さ
れ
た
場
合

に
は
第
二
次
復
興
計
画
を

策
定
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
復
興
計
画
の
中

に
は
、
５
年
間
は
帰
ら
な

い
と
あ
る
が
、
６
年
目
は

ど
う
す
る
の
か
は
な
い
。

帰
ら
な
い
５
年
と
は
、
一

律
賠
償
の
た
め
だ
け
の
５

年
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

６
年
目
以
降
に
向
け
た
準

備
期
間
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
役
場
機
能
や
教

育
機
関
に
つ
い
て
も
記
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も

具
体
性
を
出
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

第
二
次
復
興
計
画
は
準

備
中
と
説
明
が
あ
っ
た
。

現
在
状
況
は
日
々
変
化
し

て
い
る
。

第
二
次
復
興
計
画
の
前

に
６
年
目
は
ど
う
す
る
の

か
、
役
場
機
能
や
教
育
機

関
は
ど
う
す
る
の
か
な

ど
、
現
状
に
応
じ
た
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

復
興
計
画
に
つ
い

て
は
、
手
探
り
の
状
態
の

中
、
各
地
に
避
難
す
る
町

民
の
支
援
策
を
主
体
と
し

て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

帰
還
困
難
区
域
と
さ
れ

た
町
の
大
半
は
、
５
年
後

見
直
し
を
す
る
こ
と
と
な

り
、
再
三
、
国
へ
働
き
か

け
を
し
て
い
る
が
、
未
だ

除
染
計
画
の
見
通
し
も
示

さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
中
間
貯
蔵
施
設

に
関
し
て
も
、
調
査
自
体

は
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が

町
と
し
て
回
答
を
求
め
て

い
る
課
題
に
は
、
未
だ
満

足
す
る
回
答
が
な
く
、
町

民
の
説
明
会
も
め
ど
が
立

っ
て
い
な
い
。

従
い
、
町
と
し
て
は
、

本
年
度
独
自
に
「
大
熊
町

復
興
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
係
る
調
査
研

究
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、

放
射
線
量
の
自
然
減
衰

に
、
人
為
的
な
除
染
効
果

を
加
え
た
線
量
の
低
減
推

計
を
行
い
、
こ
の
結
果
に

基
づ
い
て
、
復
興
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ご
指
摘
の
通
り
、
第
一

次
復
興
計
画
の
段
階
か
ら

は
状
況
が
異
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
役

場
機
能
や
教
育
機
関
の
現

況
を
反
映
し
た
今
後
の
在

り
方
を
改
め
て
検
討
し
、

６
年
目
以
降
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
第
二
次
復
興

計
画
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

も
っ
と
具
体
的
な
方
針

を
示
せ
と
の
こ
と
だ
が
、

一  

般  

質  

問
仲
野

剛
議
員

問 ６年目はどうするのか、役場機能や教育機関は
どうするのか、復興計画の見直しが必要では

答 役場機能や教育機関の現況を反映した
第二次復興計画を策定したい

仲
野

町
長

現
在
の
段
階
で
は
、
残
念

な
が
ら
皆
さ
ん
に
報
告
出

来
る
よ
う
な
状
況
ま
で
進

ん
で
い
な
い
。
出
来
る
だ

け
早
く
、
こ
の
閉
塞
感
を

打
破
し
た
い
。

久びさに再会した仲間たちと砂の作品づくり「おおくまっ子みんな集まれ」いわき市四倉海岸にて



12おおくま議会だより第27号
2013年11月１日発行

参
考
に
す
る
。

ま
た
、
９
月
下
旬
に
予

定
し
て
い
る
住
民
意
向
調

査
の
目
的
は
復
興
公
営
住

宅
に
関
す
る
も
の
で
あ
り

そ
の
内
容
に
当
町
独
自
の

項
目
を
加
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
同
時
に
実
施

す
る
考
え
は
な
い
。

町
長
は
６
月
議
会

で
除
染
後
の
農
地
の
管
理

に
つ
い
て
の
質
問
で
、
水

の
問
題
・
表
土
の
剥
ぎ
取

り
に
よ
る
地
力
の
問
題
・

風
評
被
害
問
題
が
あ
り
当

面
は
状
況
を
見
極
め
て
検

討
し
て
い
く
と
答
弁
し
た
。

し
か
し
状
況
を
見
極
め

て
い
る
間
で
も
雑
草
が
除

染
前
と
同
じ
く
ら
い
生
い

繁
っ
て
い
る
。

町
長
は
以
前
よ
り
帰
る

意
思
の
あ
る
人
が
い
る
か

ぎ
り
帰
れ
る
状
況
を
作
る

と
し
て
い
る
が
、
せ
っ
か

く
除
染
を
し
て
き
れ
い
に

し
て
も
雑
草
が
生
え
繁
っ

て
は
、
町
民
の
帰
還
の
意

思
を
そ
ぐ
結
果
に
な
る
。

そ
こ
で
、
先
行
除
染
完

了
後
・
現
在
実
施
中
の
本

格
除
染
及
び
墓
地
除
染
完

了
後
、
速
や
か
に
除
草
剤

の
散
布
を
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
年
３
回
は
実
施

し
土
地
荒
廃
防
止
に
努
め

る
べ
き
だ
。

ま
た
、
薬
剤
散
布
は
町

内
農
業
者
に
委
託
し
て
は

ど
う
か
。

今
定
例
議
会
に
先

行
除
染
完
了
地
と
共
同
墓

地
の
草
刈
り
作
業
委
託
予

算
を
計
上
し
た
。

今
年
は
草
刈
り
を
１
回

実
施
す
る
が
、
次
年
度
よ

り
共
同
墓
地
は
草
刈
り
、

除
染
完
了
農
地
は
除
草
剤

散
布
を
年
２
回
計
画
し
て

い
る
。

ま
た
、
作
業
方
法
は
地

元
の
生
産
組
合
と
協
議
を

し
て
決
め
て
い
く
。

一  

般  

質  

問

廣嶋　公治 議員

問 

除
染
後
土
地
の
荒
廃
防
止
を

答 

草
刈
り
、除
草
剤
散
布
を
実
施
す
る

廣
嶋

町
長

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

町
は
昨
年
５
月
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
が
、
実
施
後
１
年
６

カ
月
が
す
ぎ
、
避
難
先
で

の
将
来
に
対
す
る
不
安
、

進
ま
な
い
復
興
、
福
島
第

一
原
発
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

町
民
の
意
識
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。

今
後
、
中
間
貯
蔵
設
置

調
査
結
果
が
国
よ
り
示
さ

れ
、
町
も
中
間
貯
蔵
設
置

に
関
す
る
懇
談
会
を
予
定

し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の

廣
嶋

町
長

町
民
が
参
加
し
、
意
見
を

言
え
る
状
況
に
な
い
。

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

住
民
意
向
調
査
と
同
時
に

下
記
の
要
項
で
実
施
で
き

な
い
か
。

１
．
中
間
貯
蔵
施
設
設
置

の
可
否
判
断

２
．
大
熊
町
に
戻
る
・
戻

ら
な
い
意
思
確
認

３
．
現
時
点
で
の
他
市
町

村
へ
の
土
地
・
持
ち
家

確
保
の
状
況

４
．
町
民
の
町
へ
の
要
望

等
自
由
記
入
欄

事
業
計
画
や
復
興

計
画
に
あ
わ
せ
目
的
や
利

用
方
法
を
明
確
に
し
て
実

施
す
る
。

そ
の
際
は
今
回
の
質
問

で
示
さ
れ
た
意
見
を
十
分

再び生い繁った雑草
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一  

般  

質  

問

深
刻
な
放
射
能
汚

染
に
さ
ら
さ
れ
た
現
状
と

課
題
は
単
独
自
治
体
と
し

て
解
決
で
き
な
い
も
の
が

多
々
あ
る
。

汚
染
水
貯
蔵
タ
ン
ク
か

ら
の
漏
洩
、
地
下
水
へ
の

汚
染
拡
大
、
増
大
す
る
汚

染
水
の
問
題
が
あ
る
中
、

事
故
当
初
か
ら
の
廃
棄
物

高
線
量
ガ
レ
キ
全
て
が
一

時
仮
置
き
の
名
の
下
に
発

電
所
構
内
に
貯
蔵
さ
れ
て

い
る
。

今
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

っ
て
は
空
間
線
量
、
ダ
ス

ト
濃
度
の
上
昇
で
発
電
所

近
隣
地
域
住
民
の
帰
還
が

出
来
な
い
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
。

こ
れ
に
よ
り
帰
還
し
な

い
等
の
理
由
で
人
口
流
出

が
止
ま
ら
ず
自
治
体
と
し

て
の
展
望
が
開
け
な
い
。

ま
た
、
帰
還
困
難
区
域

は
除
染
目
途
が
立
た
な
い

状
況
下
で
あ
り
、
住
民
を

引
き
止
め
る
た
め
に
掲
げ

た
早
期
の
復
興
、
復
旧
が

難
し
い
。

今
、
第
一
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
に
向
け
た
作
業

現
状
を
直
視
し
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
し
、
帰

還
希
望
住
民
の
把
握
を
基

に
町
政
を
進
め
る
べ
き
で

あ
り
次
の
四
点
を
問
う
。

①
廃
炉
原
子
炉
収
束
作
業

で
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る

汚
染
水
処
理
、
貯
蔵
が
ト

ラ
ブ
ル
続
き
で
あ
り
、
ど

の
地
域
に
住
民
を
帰
還
さ

せ
る
考
え
な
の
か
。

②
帰
還
時
の
絵
姿
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

③
住
み
た
い
と
考
え
て
い

る
人
数
を
把
握
し
行
政
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

④
帰
還
時
期
が
決
ま
る
前

に
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
終
了

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
収
束
目
途
が
立

た
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
続
く

こ
と
に
よ
り
帰
還
意
欲
が

萎
え
る
。

着
実
な
除
染
、
イ
ン
フ

ラ
復
旧
を
進
め
帰
還
可
能

な
環
境
整
備
を
行
う
。

発
電
所
の
状
況
を
見
据

え
、
安
全
性
の
確
認
を
取

り
な
が
ら
判
断
す
る
。

②
大
熊
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

で
示
し
て
い
く
。

現
時
点
で
不
確
定
要
素

が
多
く
流
動
的
な
状
況
で

あ
り
引
き
続
き
検
討
す
る
。

③
居
住
制
限
、
解
除
準
備

区
域
に
住
居
が
あ
る
人
は

計
画
人
口
に
含
め
復
興
計

画
の
素
案
、
意
向
調
査
等

の
手
法
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

把
握
す
る
。

将
来
像
を
見
据
え
た
展

開
も
重
要
な
視
点
で
あ
り

需
要
を
加
味
し
た
内
容
に

す
る
。

④
社
会
基
盤
整
備
は
帰
還

を
開
始
す
る
前
に
整
備
し

帰
還
解
除
の
判
断
に
す
る
。

指
摘
を
十
分
に
反
映
さ

せ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

示
す
。

鈴
木

光
一
議
員

問 廃炉作業直視で復興ビジョン策定を

答 発電所の状況を見据え判断する

鈴
木

町
長

問題のタンク群
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に
取
り
組
ん
で
い
る
大
熊

町
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
自

治
体
に
先
駆
け
て
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
総
合
健
診

に
導
入
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
町
民
に
対
し
避
難

し
て
い
る
自
治
体
の
医
療

機
関
で
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
受
診
で
き
る
体
制
を
早

急
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
そ
の
検
査
料
は
町

で
負
担
で
き
な
い
か
。

昨
年
６
月
議
会
で

の
質
問
後
、
厚
生
労
働
省

老
健
局
内
に
設
置
さ
れ
た

「
が
ん
検
診
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
の
中
間
報
告

書
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
情
報
、
日
本

消
化
器
が
ん
検
診
学
会
の

理
事
会
声
明
な
ど
を
踏
ま

え
検
討
し
て
き
た
。

総
合
健
診
事
業
を
委
託

し
て
い
る
「
福
島
県
保
健

衛
生
協
会
」
に
よ
れ
ば
、

医
師
と
の
連
携
が
重
要
で

あ
り
、
検
診
結
果
後
た
だ

一  

般  

質  

問

伊藤　昌夫 議員

国
は
、
胃
が
ん
予

防
の
一
環
と
し
て
本
年
２

月
21
日
か
ら
、
胃
が
ん
を

引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る

「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
菌
」
が
原
因
の
慢
性

胃
炎
の
除
菌
治
療
に
、
健

康
保
険
を
適
用
す
る
こ
と

に
し
た
。

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
の

関
係
を
突
き
止
め
た
、
国

立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
国
府
台
病
院
の
上
村
直

実
院
長
は
「
今
回
の
保
険

適
用
拡
大
は
『
国
民
総
除

菌
時
代
』
の
幕
開
け
と
な

る
出
来
事
で
す
。」
と
話

し
て
い
る
よ
う
に
、
ピ
ロ

リ
菌
の
除
菌
に
胃
が
ん
の

予
防
効
果
が
高
い
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

一
刻
も
早
く
胃
が
ん
検

診
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
追

加
し
て
、
保
菌
の
有
無
を

確
認
し
、
除
菌
が
必
要
と

判
断
さ
れ
れ
ば
早
期
除
菌

を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。全

国
で
も
導
入
し
て
い

る
自
治
体
は
ま
だ
少
数
だ

が
町
民
の
「
生
命
と
財
産

を
守
る
」
こ
と
を
最
優
先

問 

総
合
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を

答 

任
意
検
診
と
し
て
助
成
し
た
い

伊
藤

町
長

ち
に
除
菌
等
の
必
要
性
を

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
体
制
が
現
時
点

で
は
取
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
見
れ
ば
少
数

だ
が
、
ピ
ロ
リ
菌
や
胃
炎

の
有
無
を
血
液
検
査
で
検

査
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。

い
ず
れ
も
集
団
検
診
の

形
で
は
な
く
、
医
療
機
関

に
よ
る
施
設
検
診
の
形
を

と
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
、
集
団
検
診
と
し

て
総
合
健
診
の
検
査
項
目

と
す
る
こ
と
は
難
し
い
問

題
で
あ
る
。

し
か
し
、
胃
が
ん
罹り

患か
ん

者
の
95
パ
ー
セ
ン
ト
が
ピ

ロ
リ
菌
感
染
者
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌

と
胃
が
ん
発
症
の
因
果
関

係
が
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
消
化
器
内
科
の

あ
る
総
合
病
院
な
ど
で
ピ

ロ
リ
菌
検
査
が
行
え
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
任
意
検
診

と
し
て
ピ
ロ
リ
菌
検
査
等

を
行
い
、
そ
の
費
用
が
発

生
し
た
場
合
、
そ
の
助
成

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

予防が大事（町の総合検診）
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一  

般  

質  

問

住
環
境
改
善
が
急

が
れ
る
中
、
大
き
な
鍵
を

握
る
復
興
公
営
住
宅
の
建

設
が
決
ま
っ
て
い
る
戸
数

は
現
在
７
４
５
戸
で
第
一

次
復
興
住
宅
整
備
計
画
の

３
７
０
０
戸
と
比
較
し
て

も
、
町
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

一
方
、
家
を
購
入
す
る

町
民
も
増
え
て
い
る
が
、

町
民
の
70
％
が
居
住
を
求

め
て
い
る
い
わ
き
市
で
は

市
街
化
区
域
の
空
き
地
は

21
・
５
％
で
、
そ
の
２
割

強
に
昨
年
度
の
土
地
取
引

件
数
は
66
・
７
％
増
と
需

要
増
が
地
価
の
高
騰
に
繋

が
り
適
地
確
保
は
難
し
い

ば
か
り
か
市
民
の
不
満
を

ま
ね
い
て
い
る
。

受
入
自
治
体
と
の
協
議

会
で
の
努
力
は
理
解
す
る

が
、
満
足
す
る
成
果
が
上

が
ら
な
い
の
は
市
街
化
区

域
中
心
の
土
地
探
し
で
は

相
当
無
理
が
あ
る
と
判
断

で
き
る
。

そ
こ
で
市
街
化
調
整
区

域
を
特
例
法
で
大
規
模
に

用
途
変
更
し
、
整
備
・
分

譲
し
個
人
の
住
宅
と
復
興

公
営
住
宅
を
併
設
さ
せ
、

集
中
型
の
町
外
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
造
り
運
営
し
て
は

ど
う
か
。
集
中
型
の
町
外

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
分
散
型

よ
り
も
町
民
に
手
厚
い
支

援
が
出
来
る
と
考
え
る
。

住
環
境
の
早
期
整
備
に

は
、
各
自
治
体
と
も
市
街

化
調
整
区
域
の
活
用
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
各
自

治
体
に
提
言
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

一
日
も
早
く
安
定

し
た
住
環
境
を
整
備
し
、

町
民
が
安
心
で
き
る
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
が
自
治

体
と
し
て
の
大
き
な
役
割

と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
県
に
お
い
て
は

復
興
公
営
住
宅
を
平
成
27

年
度
ま
で
の
入
居
を
目
指

し
整
備
を
進
め
て
い
る
が

町
と
し
て
も
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
意
向
を
伝
え
て
い
る
。

各
方
部
の
進
捗
率
は
、

会
津
若
松
市
、
郡
山
市
は

お
お
む
ね
予
定
通
り
進
ん

で
い
る
が
、
最
も
希
望
が

多
い
い
わ
き
市
で
は
、
市

街
化
調
整
区
域
の
議
論
は

あ
っ
た
も
の
の
、
先
ず
は

い
わ
き
市
の
都
市
計
画
に

沿
っ
た
検
討
が
必
要
と
の

考
え
で
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
い
わ
き

市
内
で
の
住
宅
事
情
が
逼

迫
し
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
「
震
災
後
の
土
地
利

用
に
関
す
る
懇
談
会
」
を

設
置
し
、
市
街
化
調
整
区

域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い

る
。集

中
型
の
町
外
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
町
民
に
対
し

震
災
以
前
に
も
増
し
て
手

厚
い
支
援
を
提
供
す
る
上

で
は
最
も
適
し
た
形
態
で

加
藤

良
一
議
員

問 住環境の整備に市街化調整区域の活用を

答 より良い住環境整備のため強く主張する

加
藤

町
長

あ
る
が
、
現
実
他
の
市
町

村
に
住
宅
を
お
願
い
し
て

い
る
段
階
で
は
、
地
元
の

主
張
が
優
先
さ
れ
進
ん
で

い
く
の
で
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

し
か
し
、
町
民
が
住
み

や
す
い
よ
り
良
い
住
環
境

の
整
備
の
た
め
各
自
治
体

に
強
く
主
張
し
て
い
く
。

住宅地に隣接する市街化調整区域
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す
る
な
ら
ば
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
確
立
で
き
る
集

中
型
の
集
団
移
住
は
、
避

け
て
は
通
れ
な
い
必
要
不

可
欠
な
道
で
あ
り
選
択
肢

を
広
げ
る
こ
と
が
大
事
。

一
人
で
も
多
く
の

町
民
の
幸
せ
を
考
え
る
気

持
ち
は
私
も
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
ご
意
見
を
一
つ
の
手

段
・
方
法
論
と
し
て
受
け

と
る
。

未
来
に
向
け
て
本
音
で

議
員
の
皆
さ
ん
と
議
論
し

て
い
き
た
い
。

賠
償
・
補
償

６
月
定
例
議
会
で

町
長
は
「
国
は
３
度
目
の

正
月
は
ス
ッ
キ
リ
し
た
気

持
ち
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
の
共
通
認
識

を
も
っ
て
検
討
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
事

実
上
の
国
の
最
終
判
断
と

み
て
よ
い
の
か
。

後
手
に
廻
ら
ぬ
よ
う
賠

償
・
補
償
額
が
十
分
に
、

階
で
は
除
染
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
基
づ
き
、
着
実
に
除

染
を
進
め
復
興
計
画
に
沿

っ
て
復
興
拠
点
を
整
備
す

る
こ
と
が
町
の
課
題
で
あ

る
。

集
団
移
住
の
希
望

者
は
町
民
全
体
の
大
き
な

割
合
を
占
め
る
。
難
問
題

だ
か
ら
こ
そ
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

双
葉
郡
の
未
来
像
も
含

め
、
８
カ
町
村
の
首
長
会

議
で
再
検
討
す
べ
き
。

集
団
移
住
の
長
所

や
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
が
現
実
的
に
は
難
し
い

問
題
で
あ
る
。

帰
れ
な
い
人
の
た
め
に

ど
う
い
う
住
環
境
を
整
備

す
る
か
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
同
じ
町
民
と
し
て

生
活
支
援
を
行
う
よ
う
同

時
並
行
で
進
め
た
い
。

大
熊
町
を
存
続
し

町
民
の
全
体
を
守
ろ
う
と

一  

般  

質  

問

堀川　亘夫 議員

帰
る
人
の
場
合
、

大
川
原
・
中
屋
敷
地
区
に

今
す
ぐ
戻
り
た
い
人
。

一
方
近
い
将
来
は
戻
り

た
い
の
で
、
そ
の
間
復
興

公
営
住
宅
に
入
居
す
る
人

に
大
別
さ
れ
る
。

帰
ら
な
い
人
の
場
合
、

県
内
外
に
新
た
な
生
活
拠

点
を
も
ち
自
立
す
る
人
。

一
方
で
子
ど
も
の
未
来

を
憂
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
保
ち
安
全
・
安
心

な
集
中
型
の
集
団
移
住
地

を
求
め
る
人
に
大
別
さ
れ

る
。

課
題
は
い
か
に
し
て
こ

の
集
団
移
住
地
を
確
保
す

る
か
で
あ
る
。

ふ
た
ば
は
ひ
と
つ
運
命

共
同
体
・
広
域
行
政
の
視

点
で
描
い
た
「
双
葉
郡
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
中

間
貯
蔵
施
設
や
原
発
廃
炉

問
題
と
抱
き
合
わ
せ
て
練

り
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。

集
団
移
住
と
い
う

政
策
手
法
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
し
現
実
問

題
と
し
て
難
し
い
。
現
段

問 

早
急
に
集
中
型
の
集
団
移
住
地
の
確
保
を

答 

集
団
移
住
は
考
え
て
い
な
い

堀
川

町
長

町
長

堀
川

堀
川

町
長

の
方
針
を
固
め
、
中
間
貯

蔵
施
設
の
賛
否
を
決
す
る

際
の
条
件
提
示
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

確
か
に
政
府
閣
僚

の
共
通
認
識
と
聞
い
て
い

る
。

最
終
決
断
か
、
ど
う
か

は
、
見
当
つ
か
な
い
が
方

針
を
一
刻
も
早
く
明
示
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

し
か
し
町
の
考
え
方
も

大
事
で
あ
る
。
国
か
ら
の

提
案
が
あ
れ
ば
議
会
と
よ

く
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

堀
川

町
長

集団移住でみんなで盆おどり（顔晴ろう！大熊っ子！大会）



17 おおくま議会だより第27号
2013年11月１日発行

家
庭
内
ゴ
ミ

一
時
立
ち
入
り
時

の
家
庭
内
ゴ
ミ
の
仮
置
き

場
を
早
急
に
設
置
で
き
な

い
か
。

環
境
省
に
お
願
い

し
て
回
答
待
ち
で
あ
る
が

不
法
投
棄
の
恐
れ
も
あ
る

の
で
一
カ
所
か
二
カ
所
に

集
約
し
順
次
収
集
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
る
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の

設
置
場
所
は
国
道
６
号
よ

り
東
側
に
は
無
い
。
大
半

が
交
差
点
に
設
置
し
て
あ

る
。
防
犯
も
大
事
だ
が
、

集
会
所
の
よ
う
な
地
域
に

密
着
し
、
町
民
全
体
に
配

慮
し
た
場
所
の
選
択
は
無

か
っ
た
の
か
、
ま
た
移
動

や
増
設
は
出
来
な
い
か
。

町
内
21
行
政
区
の

区
長
に
回
答
を
い
た
だ
き

設
置
し
た
。
故
郷
の
今
を

配
信
し
、
安
心
感
を
提
供

し
て
い
る
。

当
初
集
会
所
近
辺
の
希

望
が
多
か
っ
た
が
通
電
さ

れ
て
な
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
観
点
か
ら
も
変
更
さ
れ

た
。
防
犯
カ
メ
ラ
で
対
応

で
き
な
い
か
担
当
課
で
検

討
し
て
い
る
。

今
後
電
気
の
供
給
状
況

等
考
慮
し
、
移
動
や
増
設

を
し
て
い
く
。

津
波
被
災
地
区

津
波
被
災
地
区
の

流
失
物
の
閲
覧
は
可
能
か
。

自
衛
隊
の
回
収
品

は
関
係
者
に
引
き
渡
し
て

い
る
。

警
察
の
保
管
流
失
物
に

つ
い
て
は
、
残
留
物
が
少

数
で
あ
り
原
則
閲
覧
は
出

来
な
い
。

今
後
ガ
レ
キ
処
理
が
開

始
さ
れ
発
見
さ
れ
れ
ば

『
漂
流
物
』
と
し
て
町
で

保
管
、
公
開
し
て
所
有
者

に
返
還
す
る
。

一  

般  

質  

問
松
永

秀
篤
議
員

問 設置場所の拡大を

答 電気の供給状況により見直す

松
永

答
弁

松
永

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

町
長

町
長

松
永

早く処分して　家庭内のゴミ

増設を望んでいるライブカメラ

↑
ライブカメラ
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国
に
対
し
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ

き
３
年
の
消
滅
時
効
の
適
用
を
排
除
す
る
立
法

措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書

採
択
に
関
す
る
陳
情

陳

情

者

福
島
県
弁
護
士
会

会
長

小
池

達
哉

住

所

福
島
県
福
島
市
山
下
町
４
│
24

付
託
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

意
見
書
内
容

国
で
は
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
民
法
上
の
請
求
権
の
時
効
が

過
ぎ
て
も
東
京
電
力
㈱
へ
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
特
例
法

案
を
平
成
25
年
５
月
29
日
に
付
帯
決
議
を
付
け
た
上
で
可
決
成
立

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
法
律
は
国
の
「
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
セ
ン
タ

ー
」
へ
の
仲
介
申
し
立
て
の
手
続
き
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り

す
べ
て
の
被
災
者
の
救
済
に
は
程
遠
い
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
損

害
の
全
容
が
判
明
し
な
い
こ
と
や
潜
在
的
な
被
害
も
あ
り
不
十
分

な
内
容
で
あ
り
付
帯
決
議
が
つ
い
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で
す
。

今
回
成
立
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
賠

償
請
求
時
効
に
関
す
る
特
例
法
の
付
帯
決
議
に
則
り
す
べ
て
の
被

害
者
の
救
済
が
で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
時
効
問
題
の
抜
本
的
解

決
を
図
る
た
め
の
特
例
法
の
制
定
を
求
め
ま
す
。

処
理
経
過

全
会
一
致
で
採
択

平
成
25
年
9
月
19
日

内
閣
総
理
大
臣
・
法
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

経
済
産
業
大
臣
・
復
興
大
臣

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
に
意
見
書
提
出

陳

情

者

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟

会
長

板
垣

一
徳

住

所

新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

付
託
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

意
見
書
内
容

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
措

置
」
が
平
成
24
年
10
月
に
導
入
さ
れ
た
が
、
使
途
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出

抑
制
対
策
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
森
林
吸
収
源
対
策
や
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
「
早
急
に
総
合

的
な
検
討
を
行
う
」
と
の
方
針
に
止
ま
っ
て
い
る
。

自
然
災
害
な
ど
の
脅
威
か
ら
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の

森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
な
強
化
を
は
か
る
こ
と
に
加

え
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
の
保
全
及
び
水
資
源
の
涵
養
そ
し

て
自
然
環
境
の
保
持
な
ど
最
も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整

備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
「
石
油
石
炭

税
の
税
率
の
特
例
」
に
よ
る
税
収
の
一
定
割
合
を
森
林
面
積
に
応

じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
強
く
求
め
る
。

処
理
経
過

全
会
一
致
で
採
択

平
成
25
年
9
月
19
日

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣

農
林
水
産
大
臣
・
環
境
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
に
意
見
書
提
出

陳 

情 

審 

査3年消滅時効の
適用を排除など意見書2件採択
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総
務
課
・
企
画
調
整
課
・
教
育
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
務
課

災
害
公
営
住
宅
の
現
状
、
町
か
ら
東
京
電
力
へ
賠

償
す
る
請
求
内
容
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災

害
に
関
す
る
支
援
検
討
委
員
会
の
設
置
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

企
画
調
整
課

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
汚
染
水
問
題
に
対

す
る
町
の
対
応
、
廃
炉
作
業
の
進
捗
状
況
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

双
葉
郡
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
現
状
と
中
高
一
貫
教

育
校
開
設
構
想
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

以
上
の
説
明
を
受
け
、
議
会
の
立
場
か
ら
今
後
の

復
興
計
画
や
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
に
は

国
・
県
を
は
じ
め
双
葉
郡
の
首
長
や
教
育
長
会
議
で

議
論
を
交
わ
し
、
町
の
方
針
を
定
め
る
行
政
、
議
会

町
民
が
一
体
と
な
り
国
・
県
に
強
く
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

環
境
対
策
課
、
復
興
事
業
課
の
所
管
事
務

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

環
境
対
策
課

帰
還
困
難
区
域
の
盗
難
抑
止
対
策
、
既
設
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
の
活
用
方
法
の
説
明
、
新
設
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
検
討
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
見
直
し
や
開
閉
運
用
等

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

抑
止
力
を
全
面
に
出
す
防
犯
対
策
を
早
急
に
計

画
、
実
施
し
て
い
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

復
興
事
業
課

現
在
、
大
川
原
地
区
で
実
施
し
て
い
る
本
格
除
染

に
つ
い
て
規
模
、
内
容
、
仮
置
き
場
、
同
意
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
除
染
後
の
目
標
線
量
、
将
来
居
住
す
る
場

合
の
町
独
自
の
年
間
被
ば
く
線
量
の
設
定
、
ガ
ン
マ

カ
メ
ラ
の
導
入
等
最
大
限
の
除
染
効
果
を
追
求
す
る

こ
と
や
農
地
除
染
後
の
雑
草
対
策
に
つ
い
て
検
討
、

実
施
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
報
告

平成25年８月19日（月）に産業厚生常任委員会、８月20日（火）に総務文教常任委員会を開催し
所管課の業務内容の確認と現状の問題解決のため、議論を交わしました。

総 務 文 教
常任委員会

産 業 厚 生
常任委員会

教育ビジョン行政・議会・町民教育ビジョン行政・議会・町民
一体で国・県に強く働きかけを一体で国・県に強く働きかけを
ガンマカメラの導入で除染効果をガンマカメラの導入で除染効果を
農地除染後の雑草対策を求める農地除染後の雑草対策を求める
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傍聴に来てください傍聴に来てください
12月定例議会は
11日からの予定です

委

員

長

加
藤

良
一

副
委
員
長

阿
部

光
國

委

員

廣
嶋

公
治

委

員

伊
藤

昌
夫

委

員

仲
野

剛

委

員

吉
岡
健
太
郎

委

員

石
田

洋
一

発
行
責
任
者

千
葉

幸
生

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

役場２階議場前で簡単な説明を受け
気軽に傍聴できます。

サークル紹介
いわき市渡辺町仮設住宅いわき市渡辺町仮設住宅

「サークル梨の花」「サークル梨の花」
問
会
員
は
何
人
で
す
か
？

答
会
員
数
15
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
設
立
目
的
は
？

答
絆
と
和
を
心
が
け
て
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
目
的
で
設
立

し
ま
し
た
。

問
開
催
日
は
？

答
毎
週
木
曜
日
の
月
４
回
で
す
。

問
現
在
の
活
動
内
容
は
？

答
避
難
先
の
行
事
（
年
２
回
の
植
田
町

歩
行
者
天
国
・
い
わ
き
市
平
の
七
夕
祭

り
作
品
作
り
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。）

今
年
は
福
島
の
自
衛
隊
の
50
周
年
記
念
行

事
に
も
参
加
予
定
の
た
め
、
現
在
会
員
一
丸

と
な
り
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

問
今
後
の
活
動
予
定
は
？

答
こ
れ
か
ら
も
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。


